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1会社概要（紹介）

株式会社シスバンク
実績

 製造、運輸、銀行、保険

 通信、印刷、石油、

 公共メディア、SIer各社

 新日鉄住金ソリューションズ

 セコムトラストシステムズ

・

・

・

約50社
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2アクセス効率に影響する要素
データベースのアクセス効率に関する要素は８種あります
実際にエンジニアが対処できるのは２種のみでありMAJESTYでは、
そこに特化した分析を行います
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3製品ポジショニング
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4MAJESTYとは

〈アクセスパターン分析イメージ〉

アクセスパターン ＝ アクセスルート ＋ アクセスパス
アクセスルート：どのようなデータを求めているのか
アクセスパス：テーブルにアクセスする方法

例） TABLE ACCESS FULL
INDEX UNIQUE SCAN
INDEX RANGE SCAN
INDEX SKIP SCAN
INDEX FAST FULL SCAN
INDEX FULL SCAN など

SQL単位で分析するのではなくテーブルへのアクセスをパターン化し
グルーピングする技術（アクセスパターン）で、グルーピングされた
パターン単位で論理的且つ定量的に分析して性能問題を解決をします
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5システム構成 ３つの特徴と安全性

動的ビューの

データ

WEBサーバー

APサーバー

対象となるデータベースサーバー

Oracle 9i 以降

SQL Server 2008 以降

SQL 結果データ

MAJESTY

クライアント

Windows環境

Portableバージョン

(Win8以上 .NETFramework/

ODP.NETセットアップ不要）

性能データ
収集依頼

MAJESTY

リポジトリ

Oracle 10g 以降

SQL Server 2012

収集

① 何も導入しないでできる。（エージェントレス）

分析結果

③対象システムに負荷がかからない。

（少しずつ、定期的にログデータ収集を行い、
対象システムへの負担がほぼ「ZERO」）

対象システムデータベース MAJESTY

②No Private Data

（安全）
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6動作環境

MAJESTY クライアント

クライアントPC

◆ Oracle Version
・OS ： Windows環境
・必要ソフトウェア ： ODAC最新版

．NETフレームワーク最新版

◆ SQLServer Version
・OS ： Windows環境
・必要ソフトウェア ： ．NETフレームワーク最新版

MAJESTY リポジトリ

推奨仕様
CPU ２Core以上
メモリ ４GB以上

ディスク ５０G以上

◆ Oracle Version
・OS ： 制限なし
・必要ソフトウェア ： Oracle１０ｇR2以降

◆ SQLServer Version
・OS ： Windows環境
・必要ソフトウェア ： SQLServer２０１２以降、Express使用可
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7MAJESTY分析（従来との比較①）

個々のSQL単位でアプローチする方法しかない(従来)

データベース性能の原因調査方法

点数でわかるアクセス効率
（推奨７０点以上）

データベース専門技術者の経験や勘に依存した対処

パターン単位で効率的且つ短時間でアプローチ(MAJESTY)

経験や勘に依存せず論理的且つ定量的に解を導くことが可能

対応方法

【評点】
・評点１：該当テーブルを参照しているSQLがデータを取得するために

どのようなアクセスをしているのかを点数化したもの
例）FULLSCAN：0点

Filteringを行わない(必要データのみ読むケース)：100点
・評点２：該当テーブルに発生している複数アクセスパターンの評点

に実行頻度を反映した評点
例）評点１＜評点２：評点の高いパターンが多く実行される。

評点１＞評点２：評点の低いパターンが多く実行される。
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8MAJESTY分析（従来との比較②)

インデックスチューニング

評点が低い、経過時間が長いパターンを発見

悪影響のないチューニングのアドバイス

 テーブルへのアクセスを全てパターン化しシステム全体への影響を把握できるため
インデックスチューニングが可能

インデックスの変更を検討する場合、SQL単
体の影響範囲は分かるが、システム全体への
影響範囲が分からないため調査に多くの時間
を費やす

インデックス変更による影響を容易に把握
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9MAJESTY分析（従来との比較③）

SQL実行統計分析

 SQL（PLAN）単位でのアプローチ
 システムに負荷を掛けている度合からチューニング対象の

SQL（PLAN）を絞れる
 対象SQL（PLAN）に対して、従来分析情報（実行プラン分析）や

アクセスパターン分析情報を提供

ユーザIO待機時間が多い

ある時間だけ処理時間が長い

時間がかかっているSQLがある

従来と同じ観点からのサポートも可能

【MAJESTYと従来の使用方法】

初めにアクセスパターン分析でありますMAJESTYで問題点を
短時間で発見し性能改善を効率的に実施する。
このMAJESTYによる分析方法で万が一、改善がみられない
場合は、従来の方法でありますSQL記述に非効率な部分等が
存在していないかを確認し、SQL単位で修正・変更を行う。
このSQL単位の対処方法は試験を再度しなければならない為、
工数がかかり生産性が低下する。
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10MAJESTY分析（従来との比較④）

高スキルエンジニアを要しないでも品質
の高いインデックス設計を実現可能

結合テストフェーズでMAJESTYを導入しモニタリングを実施する。

要件定
義

基本・詳
細設計 開発 単体テスト

結合テスト 総合テスト 運用

MAJESTY

アクセスルートの内容をカラム毎に分解し、
多く使われている順番にしている。

〔アクセルルートの分解〕
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11MAJESTYの機能、効果、利用領域

膨大なSQLの全体の動きをアクセスパターンで分解/グルーピングし蓄積・可視化するエンジン
安全で効率的な-INDEX自動設計、性能チューニング、データベースの内部挙動の監視・アラートを実現

①テーブルアクセス分析

②アクセスパターン詳細分析

①USID機能

②INDEX自動ガイド

①ウォッチアラート

②実行統計蓄積・分析

③アクセスパターン蓄積・分析

④可視化グラフ

①性能改善

②早期対応

③生産性向上

①工期短縮

②開発コスト削減

③高品質開発

①安全運用

②事前予防

③運用統計データ

④最適化アセスメント障害の

70%は運用・保守フェーズ
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12MAJESTYの主な特徴

システム安全性

品質向上

本番システムの
負荷軽減

改善支援

ローコスト

原因追及

◇分析対象システムにエージェントを導入しないため安全

◇テーブルに対するアクセスを定量的に可視化
◇評点によって共通の物差しで点数表示

◇定期的に1時間当たり数秒のログ収集

◇Indexの効率化改善ポイントを自動的にアドバイス
◇Indexの使用状況の把握により不要Index,フルスキャン等の対策

◇適応し易い価格体系
◇MAJESTY動作環境用投資が少ない

◇ボトルネックになっているアクセスパターンを瞬時に検知
◇突発的な挙動変化の調査・分析が容易
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13MAJESTYの活用例

運用部門・アプリケーション開発部門共にコストダウンと省力化が図れます

活用事例 内容 効果

環境パフォーマンス悪化対応
急激なデータ量の増加や新規アクセスパターンの発生などで、パフォーマンス悪化が発生
した場合の早急な原因分析と改善策の検討が可能

（経緯時間、評点、USIDの使用）

工数削減
性能改善

パッケージソフト性能改善 パッケージソフトの内部ロジックはブラックボックスですが、パッケージの中身を可視化して
定量的な性能把握が可能 性能改善

データベース安全運用監視
(1)新規アクセスパターンの発生を監視抽出し、性能改善対策の検討が容易

（新規アクセスパターン監視）
(2)クリティカルなSQLやPLANの異変の監視が可能（ウォッチリスト監視）

安定運用

開発時のコスト削減

(1)アクセスパターン分析による性能テストやチューニング作業の効率化が図られ時間短縮
(2)開発者が問題点の把握が容易となり、Index設計ができる高スキルエンジニアの負担

が軽減
(3)既存システムへの影響度合い分析が容易
(4)テーブルへのアクセス効率が把握できるため、開発チームや関係部署間で共有分析や

改善が可能

高品質
工数削減

性能評価の統一基準 OracleやSQL Serverを使用した環境でのアクセス効率の統一指標が確立 標準化

開発受入れ検査 アプリケーションの受入れ検査と合せて性能品質の把握が可能
高品質

受入れ検査の
標準化
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14事例紹介

MAJESTY導入事例紹介①
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15MAJESTY導入事例

製造会社
背景

原因

解決策

導入効果

EBS,SAPシステムを運用しながら随時開発が行われ追加モジュールによる性能劣化が気になってきた

 スキルの違いによる設計のバラツキがありDB性能の品質を担保できない

 既存システムへの影響度合いの分析が難しい

 インデックスや設計検証の基準が明確でない

 アクセスパターン分析で該当テーブルのインデックス設計の見直しを行った

 USIDを採用しSQLからアプリケーションへの追跡を行った

 稼働中のシステムで新規アクセスパターンの監視を行う予兆管理の対策を行った

 スキルの違いによる設計のバラツキを解決しDB性能課題の原因が特定できた

 既存システムへの影響範囲が明確になり性能劣化のないリリースを実現した

 システムの品質基準が明確になった

 平均経過時間 ： 4.8秒⇒0.01秒

平均読取ブロック数 ： 135,518個 ⇒ 102個
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16MAJESTY導入事例

サービスプロバイダー
背景

原因

解決策

導入効果

営業、企画、経営の多くの部署がDWHシステムにアクセスするときレスポンスが問題になってきた

その都度、各自によって求めるデータが異なるため、種々様々なアクセス方法が発生し、
それが性能低下に繋がっていた

各自がアクセスする方法を把握するためにシステムにMAJESTYを仕掛けてそれらのパター
ンを取得し、最適なインデックスのアドバイスを受けて解決した

営業、企画、経営の方々がレスポンスを気にしないでDWHを使用できるようになった



Copyright(C) 2019 Panasonic Information Systems Co., Ltd. All rights reserved.

17MAJESTY導入事例

輸送会社
背景

原因

解決策

導入効果

本稼働を数か月に控え、システム性能をクリアすることが必須になってきた

システム規模も大きいため、性能に影響している原因が何かを把握することが難しい。そ
のために短期で定量的に対策が打てる支援が必要であった

試験時にMAJESTYを仕掛けておいてインデックスの使われ方を把握し、最適なインデックス
のアドバイスをした。解決は、数週間で見通しを立てた

性能に影響してる原因を定量的に把握・分析することによって抜本的な解決を行い本稼働に間に
合った。今後のシステム監視にもMAJESTYを使用する
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18MAJESTY導入事例

保険会社
背景

原因

解決策

導入効果

業界パッケージをカスタマイズしたときに性能が低下した。要件・企画を整理し設計・開発を開発会社に
お願いをしているが品質をもっと高めたい

パッケージは、そのまま利用する場合に最適化しているため、カスタマイズ時に性能低下
を引き起こしているケースが多い。また、ブラックボックス化されており、何を直したら影響
するかが不明であった

パッケージの中身をMAJESTYで把握し、カスタマイズとの影響関係を考慮して設計・開発し
た。開発会社による開発成果物の提出時に MAJESTYの評点を添えて頂いた

パッケージとカスタマイズの影響関係が明確になり、性能の良い開発をすることができた。納品物
の品質を高めることができ、手戻りが少なくなった
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19導入ステップ支援:評価検証

■導入及び人材の育成を支援

操作講習会
• 製品技術と操作講習会

（約1.5時間）
• [製品知識の習得]

環境構築
• 導入環境準備
• インストレーション
• リポジトリー生成

（約3日間）

実践講習会
• 実データでの現状分析
• 改善対策のアドバイス

（約1.5時間）
• [ノウハウの習得]
• 改修作業

レビュー会
• クローンプロジェクト生成
• 実データでの効果検証
• 追加対策のアドバイス

（約1.5時間）
• [ノウハウの習得]
• 効果レポートの作成

◇MAJESTYを1ヶ月間貸出し、使用方法からレビュー会迄を
無償にて支援致します。
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20まとめ

■MAJESTYの機能、効果、利用領域

■製品ポジショニング

■MAJESTYの主な特徴
システム安全性

品質向上

本番システムの
負荷軽減

原因追及

改善支援

ローコスト

◇分析対象システムにエージェントを導入しないため安全

◇テーブルに対するアクセスを定量的に可視化
◇評点によって共通の物差しで点数表示

◇定期的に1時間当たり数秒のログ収集

◇ボトルネックになっているアクセスパターンが瞬時に検知
◇突発的な挙動変化の調査・分析が容易

◇Indexの効率化改善ポイントを自動的にアドバイス
◇Indexの使用状況の把握により不要Index,フルスキャン等の対策

◇適応し易い価格体系
◇MAJESTY動作環境用投資が少ない

■導入効果

モグラたたきの
性能改善

顕在化してからの対処

アプリケーションの
曖昧な検証評価

高騰するストレージ、
ライセンスと保守料金

アクセスパターンによる
全体分析

アクセス効率に
よる閾値監視

同一基準で評価
された採点

INDEXの可視化、
チューニング

ボトルネックを特定し、効率的且つ
定量的な改善をもたらす

性能劣化の予兆検知が可能

属人生に依存しない
検証評価を確立

投資削減を導く

現状の課題 解決方法 導入効果
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21

私たちPanasonicは、より良いくらしを創造し、世界中の人々のしあわせと、

社会の発展、そして地球の未来に貢献しつづけることをお約束します。


